
未払残業代に関する法人・個人
両面からの税務及び社会保険

1
�
は
じ
め
に

未
払
賃
金
の
請
求
期
間
（
時

効
）
に
つ
い
て
、
労
働
基
準
法

が
改
正
さ
れ
た
。
2
0
2
0
年

4
月
1
日
以
降
に
支
払
期
日
が

到
来
す
る
賃
金
か
ら
未
払
賃
金

の
請
求
期
間
が
そ
れ
ま
で
の
2

年
か
ら
原
則
5
年
に
延
長
さ
れ

た
が
、「
当
分
の
間
」
は
3
年

と
さ
れ
た
。

「
当
分
の
間
」
が
い
つ
ま
で

か
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
が
外
れ

る
と
原
則
の
5
年
に
な
る
。
厚

生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
2
0

1
8
年
度
に
残
業
代
の
未
払
い

を
指
摘
さ
れ
て
1
0
0
万
円
以

上
を
支
払
っ
た
企
業
は
1
7
6

8
社
あ
り
、
支
払
額
は
約
1
2

4
億
円
に
も
の
ぼ
る
。
こ
の
よ

う
な
経
緯
か
ら
経
営
者
側
の
立

場
を
あ
る
程
度
考
慮
し
て
、

「
当
分
の
間
」
が
で
き
た
よ
う

で
あ
る
。

ち
な
み
に
民
法
に
お
け
る
賃

金
の
請
求
権
の
消
滅
時
効
（
1

年
）
が
廃
止
さ
れ
、
2
0
2
0

年
4
月
1
日
以
降
は
一
般
債
権

の
消
滅
時
効
の
5
年
に
統
一
さ

れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
未
払
賃

金
の
請
求
期
間
に
つ
い
て
は
、

民
法
よ
り
も
労
働
者
を
守
る
特

例
法
の
労
働
基
準
法
の
方
が
短

い
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
も
異
例

な
こ
と
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
未
払
賃
金

の
請
求
期
間
（
時
効
）
が
2
年

か
ら
3
年
に
延
び
た
こ
と
に
よ

り
、
今
ま
で
以
上
に
未
払
残
業

代
の
請
求
が
増
え
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
の
で
、
未
払
残
業
代

に
関
す
る
法
人
・
個
人
両
面
か

ら
の
税
務
及
び
社
会
保
険
に
つ

い
て
ま
と
め
て
み
る
。

な
お
、
未
払
残
業
代
の
支
払

根
拠
が
所
得
税
法
上
非
課
税
と

さ
れ
る
損
害
賠
償
金
等
（
所
法

9
①
十
七
、
所
令
30
）
に
該
当

す
る
場
合
に
は
、
所
得
税
の
非

課
税
と
な
る
場
合
も
あ
る
で
あ

ろ
う
が
、
今
回
は
所
得
税
法

上
、
給
与
に
該
当
す
る
も
の
と

し
て
ま
と
め
て
い
る
。

2
�
在
職
中
の
従
業
員
に
対
す
る
未
払
残
業
代
の

税
務

在
職
中
の
従
業
員
本
人
か
ら

未
払
残
業
代
を
請
求
さ
れ
る
場

合
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ

よ
り
も
労
働
基
準
監
督
署
の
指

導
を
受
け
て
支
給
す
る
場
合
が

多
い
よ
う
で
あ
る
。

⑴

未
払
残
業
代
を
支
払
う

法
人
の
税
務

①

法
人
税

イ

損
金
算
入
時
期
（
法
法

22
③
④
）

未
払
残
業
代
を
支
払
っ
た
と

き
の
損
金
算
入
時
期
は
、
債
務

確
定
基
準
に
よ
り
そ
の
支
給
日

の
属
す
る
事
業
年
度
の
損
金
と

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
過
去

の
給
与
で
あ
る
と
し
て
も
過
去

に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
な
い
。

ロ

所
得
拡
大
促
進
税
制

（
措
置
法
42
の
12
の
5
）

所
得
拡
大
促
進
税
制
の
対
象

と
な
る
「
雇
用
者
給
与
等
支
給

額
」
と
は
、「
各
事
業
年
度
の

所
得
の
金
額
の
計
算
上
損
金
の

額
に
算
入
さ
れ
る
国
内
雇
用
者

に
対
す
る
給
与
等
の
支
給
額
」

と
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
上
記
イ
の
と

お
り
支
給
日
の
属
す
る
事
業
年

度
の
給
与
と
し
て
、
所
得
拡
大

促
進
税
制
を
適
用
す
る
こ
と
に

な
る
。

②

消
費
税

イ

課
非
区
分

給
与
な
の
で
不
課
税
で
あ

る
。ロ

特
定
期
間
に
お
け
る
納

税
義
務
の
免
除
の
特
例

（
消
法
9
の
2
③
）

「
特
定
期
間
中
に
支
払
っ
た

給
与
等
の
金
額
」
が
対
象
と
な

る
の
で
、
実
際
に
支
払
っ
た
日

の
属
す
る
特
定
期
間
の
給
与
等

と
し
て
事
業
者
免
税
点
制
度
の

判
定
を
す
る
。

③

源
泉
所
得
税
と
住
民
税

と
社
会
保
険
料

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
未
払

残
業
代
の
計
算
根
拠
に
よ
り
、

そ
の
取
扱
い
が
異
な
る
こ
と
と

な
る
。

イ

実
労
働
時
間
に
基
づ
く

残
業
手
当
と
実
際
に
支

払
っ
た
残
業
手
当
と
の

差
額
を
支
払
う
場
合

（
何
年
何
月
分
の
未
払

残
業
代
が
い
く
ら
と
具

体
的
に
わ
か
る
場
合
）

イ

源
泉
所
得
税

実
際
に
支
払
っ
た
日
で
は
な

く
、
本
来
の
残
業
手
当
が
支
払

わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
各
支
給

日
の
属
す
る
年
分
の
給
与
所
得

と
し
て
源
泉
徴
収
を
行
う
（
所

基
通
36
―
9
⑴
）。

源
泉
徴
収
税
額
表
の
甲
欄
の

場
合
、
今
回
支
給
し
た
日
の
前

年
以
前
分
の
給
与
で
年
末
調
整

済
み
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
各

月
の
源
泉
徴
収
税
額
の
計
算
を

す
る
の
で
は
な
く
年
末
調
整
の

再
計
算
を
行
っ
て
、
追
加
納
付

の
源
泉
所
得
税
を
計
算
す
れ
ば

よ
い
（
所
基
通
1
9
0
―
4
）。

こ
の
場
合
の
源
泉
所
得
税
の

納
付
期
限
は
、
あ
く
ま
で
も
今

回
、
支
給
し
た
日
の
翌
月
10
日

ま
で
で
あ
る
。

ま
た
、
源
泉
徴
収
票
と
法
定

調
書
合
計
表
の
再
作
成
が
必
要

で
あ
る
。

ロ

住
民
税

今
回
支
給
し
た
日
の
前
年
以

前
分
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
給

与
支
払
報
告
書
の
再
提
出
が
必

要
で
あ
る
が
、
前
年
以
前
分
の

給
与
に
つ
い
て
は
特
別
徴
収
の

再
計
算
は
行
わ
れ
ず
、
原
則
と

し
て
普
通
徴
収
と
な
る
。

ハ

社
会
保
険
料

未
払
残
業
代
の
う
ち
4
月
・

5
月
・
6
月
に
つ
い
て
は
算
定

基
礎
届
の
再
提
出
が
必
要
で
あ

る
。
な
お
、
残
業
代
は
固
定
的

賃
金
で
は
な
い
た
め
月
額
変
更

届
の
再
提
出
は
原
則
と
し
て
必

要
な
い
。

ロ

イ
以
外
（
一
時
金
と
し

て
支
給
）
の
場
合
（
何

年
何
月
分
の
未
払
残
業

代
が
い
く
ら
か
わ
か
ら

な
い
場
合
）

イ

源
泉
所
得
税

い
つ
の
残
業
代
か
が
わ
か
ら

な
い
た
め
、
賞
与
と
し
て
今
回

支
給
し
た
日
の
属
す
る
年
分
の

給
与
所
得
と
し
て
源
泉
徴
収
を

行
う
。

こ
の
場
合
、
前
月
の
給
与
の

10
倍
を
超
え
る
と
き
は
、「
賞

与
に
対
す
る
源
泉
徴
収
税
額
の

算
出
率
の
表
」
で
は
な
く
「
月

額
表
」
を
使
い
次
の
よ
う
に
計

算
す
る
（
所
法
1
8
6
②
）。

㋑

社
会
保
険
料
等
控
除
後

の
賞
与
÷
6
（
計
算
期

間
が
6
月
超
の
場
合
は

12
）

㋺

㋑
＋
社
会
保
険
料
等
控

除
後
の
前
月
の
給
与

㋩

㋺
の
金
額
を「
月
額
表
」

に
当
て
は
め
た
税
額

㋥

㋩
―
前
月
の
給
与
の
源

泉
徴
収
税
額

㋭

㋥
×
6
（
計
算
期
間
が

6
月
超
の
場
合
は
12
）

納
付
期
限
は
、
支
給
日
の
翌

月
10
日
ま
で
で
あ
る
。

な
お
、
本
年
分
の
給
与
な
の

で
年
末
調
整
の
計
算
、
源
泉
徴

収
票
・
法
定
調
書
合
計
表
の
作

成
は
こ
れ
か
ら
行
う
こ
と
に
な

る
。ロ

住
民
税

本
年
分
の
給
与
な
の
で
給
与

支
払
報
告
書
は
こ
れ
か
ら
作
成

す
る
こ
と
と
な
る
。

ハ

社
会
保
険
料

賞
与
支
払
届
を
提
出
す
る
。

⑵

未
払
残
業
代
を
受
け
取

る
個
人
の
税
務

上
記
⑴
③
の
と
お
り
、
会
社

の
計
算
に
従
う
。
た
だ
し
、
過

去
の
年
に
お
い
て
乙
欄
や
医
療

費
控
除
な
ど
で
確
定
申
告
を
し

て
い
た
場
合
は
修
正
申
告
が
必

要
で
あ
る
。

3
�
退
職
し
た
元
従
業
員
に
対
す
る
未
払
残
業
代

の
税
務

退
職
し
た
元
従
業
員
本
人
又

は
弁
護
士
か
ら
会
社
へ
の
直
接

請
求
の
他
、
労
働
審
判
や
裁
判

に
ま
で
進
む
こ
と
も
あ
る
。

⑴

未
払
残
業
代
を
支
払
う

法
人
の
税
務

①

法
人
税

イ

損
金
算
入
時
期
（
法
法

22
③
④
）

上
記
2
⑴
①
イ
同
様
、
支
給

日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
損
金

と
さ
れ
る
。

ロ

所
得
拡
大
促
進
税
制

（
措
置
法
42
の
12
の
5
）

既
に
退
職
し
て
い
る
の
で
、

「
国
内
雇
用
者
（
国
内
の
事
業

所
に
勤
務
す
る
雇
用
者
）」
に

該
当
し
な
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、「
継
続
雇
用
者
」

に
も
該
当
し
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
所
得
拡
大
促
進
税
制
の
適

用
は
な
い
。

②

消
費
税

イ

課
非
区
分

上
記
2
⑴
②
イ
同
様
、
不
課

税
で
あ
る
。

ロ

特
定
期
間
に
お
け
る
納

税
義
務
の
免
除
の
特
例

（
消
法
9
の
2
③
）

上
記
2
⑴
②
ロ
同
様
、
実
際

に
支
払
っ
た
日
の
属
す
る
特
定

期
間
の
給
与
等
と
し
て
事
業
者

免
税
点
制
度
の
判
定
を
す
る
。

③

源
泉
所
得
税
と
住
民
税

と
社
会
保
険
料

上
記
2
⑴
③
同
様
、
未
払
残

業
代
の
計
算
根
拠
に
よ
り
、
そ

の
取
扱
い
が
異
な
る
こ
と
と
な

る
。イ

実
労
働
時
間
に
基
づ
く

残
業
手
当
と
実
際
に
支

払
っ
た
残
業
手
当
と
の

差
額
を
支
払
う
場
合

（
何
年
何
月
分
の
未
払

残
業
代
が
い
く
ら
と
具

体
的
に
わ
か
る
場
合
）

イ

源
泉
所
得
税

上
記
2
⑴
③
イ
イ
同
様
、
本

来
の
残
業
手
当
が
支
払
わ
れ
る

べ
き
で
あ
っ
た
各
支
給
日
の
属

す
る
年
分
の
給
与
所
得
と
な
る

（
所
基
通
36
―
9
⑴
）

た
だ
し
、
既
に
退
職
し
て
い

て
原
則
と
し
て
扶
養
控
除
等
申

告
書
の
効
力
が
失
わ
れ
て
い
る

の
で
乙
欄
で
年
末
調
整
を
せ
ず

に
源
泉
徴
収
す
る
こ
と
に
な

る
。納

付
期
限
は
、
あ
く
ま
で
も

支
給
日
の
翌
月
10
日
ま
で
で
あ

る
。前

年
以
前
の
給
与
に
つ
い
て

は
、
源
泉
徴
収
票
と
法
定
調
書

合
計
表
の
再
作
成
が
必
要
で
あ

る
。ロ

住
民
税

上
記
2
⑴
③
イ
ロ
同
様
、
前

年
以
前
の
給
与
に
つ
い
て
は
、

給
与
支
払
報
告
書
の
再
提
出
が

必
要
で
あ
る
が
、
原
則
と
し
て

普
通
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。ハ

社
会
保
険
料

上
記
2
⑴
③
イ
ハ
同
様
、
原

則
と
し
て
算
定
基
礎
届
の
再
提

出
が
必
要
で
あ
る
。

ロ

イ
以
外
（
一
時
金
と
し

て
支
給
）
の
場
合
（
何

年
何
月
分
の
未
払
残
業

代
が
い
く
ら
か
わ
か
ら

な
い
場
合
）

イ

源
泉
所
得
税

上
記
2
⑴
③
ロ
イ
同
様
、
賞

与
と
し
て
支
給
日
の
属
す
る
年

分
の
給
与
所
得
と
し
て
源
泉
徴

収
を
行
う
。

た
だ
し
、
既
に
退
職
し
て
い

る
た
め
前
月
の
給
与
が
な
い
。

し
た
が
っ
て
、「
賞
与
に
対
す

る
源
泉
徴
収
税
額
の
算
出
率
の

表
」
は
使
え
ず
、「
月
額
表
」の

乙
欄
に
よ
り
次
の
よ
う
に
計
算

す
る（
所
法
1
8
6
①
二
ロ
）。

㋑

社
会
保
険
料
等
控
除
後

の
賞
与
÷
6
（
計
算
期

間
が
6
月
超
の
場
合
は

12
）

㋺

㋑
の
金
額
を「
月
額
表
」

乙
欄
に
当
て
は
め
た
税

額

㋩

㋺
×
6
（
計
算
期
間
が

6
月
超
の
場
合
は
12
）

納
付
期
限
は
、
支
給
日
の
翌

月
10
日
ま
で
で
あ
る
。

な
お
、
乙
欄
な
の
で
年
末
調

整
の
必
要
は
な
く
、
本
年
分
の

給
与
な
の
で
源
泉
徴
収
票
・
法

定
調
書
合
計
表
の
作
成
は
こ
れ

か
ら
行
う
こ
と
に
な
る
。

ロ

住
民
税

本
年
分
の
給
与
な
の
で
給
与

支
払
報
告
書
は
こ
れ
か
ら
作
成

す
る
こ
と
と
な
る
。

ハ

社
会
保
険
料

原
則
と
し
て
賞
与
支
払
届
の

提
出
が
必
要
で
あ
る
。

⑵

未
払
残
業
代
を
受
け
取

る
個
人
の
税
務

上
記
2
⑴
③
の
と
お
り
、
会

社
の
計
算
に
従
う
。
た
だ
し
、

過
去
の
年
に
お
い
て
乙
欄
や
医

療
費
控
除
な
ど
で
確
定
申
告
を

し
て
い
た
場
合
は
修
正
申
告
が

必
要
で
あ
る
。

4
�
お
わ
り
に

未
払
残
業
代
に
対
す
る
税
務

は
、
原
則
と
し
て
は
前
述
の
よ

う
に
な
る
が
、
未
払
残
業
代
を

支
払
う
法
人
か
ら
す
れ
ば
裁
判

所
の
和
解
文
な
ど
が
ど
の
よ
う

に
書
い
て
あ
る
か
に
よ
り
本
当

に
給
与
所
得
に
該
当
す
る
の
か

ど
う
か
判
断
に
迷
う
こ
と
が
多

い
よ
う
で
あ
る
。
事
前
に
弁
護

士
等
と
打
合
せ
が
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
、
税
務
で
は
原
則
と
し

て
給
与
所
得
に
な
る
の
で
、
源

泉
徴
収
等
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
い
、
和
解
文

な
ど
に
そ
の
旨
を
記
載
し
て
も

ら
え
る
と
ベ
ス
ト
だ
と
思
わ
れ

る
。

引地栄二〔日本橋〕

日
本
税
務
会
計
学
会

令
和
2
年
9
月
月
次
研
究
会
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